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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 926 107.6 37 106.6 24 192.6 21 153.7
22年3月期第2四半期 446 18.3 18 ― 8 △77.5 8 △76.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 522.59 ―
22年3月期第2四半期 205.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 1,606 472 29.4 11,394.77
22年3月期 1,311 451 34.3 10,872.17

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  472百万円 22年3月期  451百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
23年３月期の期末の配当予想額については未定です。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― ― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,600 57.5 64 50.8 48 146.9 40 166.4 964.11



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示の時点において、金融商品取引法
に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
・配当金につきまして、当社は「企業体質の強化及び将来の事業展開のための内部留保を行いつつ、安定的に株主へ利益還元する」ことを配当の基本方
針とし経営の最重要政策の一つと位置づけております。今後とも企業価値の継続的な向上を目指すとともに、株主の皆様の利益を長期的に確保していき
たいと考えておりますが、配当実施につきましては財政状態、利益水準等を総合的に勘案して決定することとしております。平成23年３月期の期末の配当
予想額は、現時点では未定であり、決定しだい速やかに開示いたします。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 1社 （社名 株式会社コスモライト ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 41,489株 22年3月期  41,489株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  0株 22年3月期  0株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 41,489株 22年3月期2Q 41,489株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国などの新興国への輸出や生産が増加しつつあり企業収益

の改善がみられるとともに、経済政策効果から一部で景気回復傾向が見られたものの、依然として企業の設備投資

の抑制、雇用情勢の悪化、個人消費の低迷などが続いていることに加え、欧州の財政不安に端を発した為替・株式

市場の混乱により、先行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループが属する不動産業界の状況は、マンション販売については消費者の購入意欲の回復が見られ東京都

区部エリアの用地価格が上昇し、また戸建てではリフォーム事業の拡大がみられます。しかしながらこのような動

きは都心部を中心としており、地方圏での回復にはまだ時間を要する見通しであり、地域格差が顕著になる可能性

も指摘されております。  

 このような状況のもと、当社グループの営業体制の強化を目的として、当年７月１日付けで各事業部を統括する

営業本部を新設いたしました。これにより、より強固な営業収益体制の確立を目指し、各事業部門の利益確保を意

識して事業を進めグループ全体の業績向上を目指してまいりました。  

 その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高926,365千円（前年同期比107.7％増）となり、営業利益

37,476千円（前年同期比106.7％増）、経常利益24,986千円（前年同期比192.7％増）、四半期純利益21,681千円

（前年同期比153.7％増）となり、前年同期に比べ好調に推移しております。   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況  

（資産）  

 当第２四半期連結会計期間末における資産の残高の内訳は、流動資産が1,133,894千円（前連結会計年度末比

54.6％増）、固定資産が472,641千円（前連結会計年度末比18.2％減）となり総資産では1,606,535千円（前連結会

計年度末比22.5％増）となりました。この内、流動資産の増減の主なものは、借入金の増加による現金及び預金が

163,111千円の増加、販売用不動産が185,383千円の増加、短期貸付金が72,165千円増加したことによるものであり

ます。また固定資産の増減の主なものは、売却による投資有価証券の減少が100,000千円あったことによるもので

あります。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間における負債の残高の内訳は、流動負債が570,172千円（前連結会計年度末比9.4％

増）、固定負債が563,605千円（前連結会計年度末比66.0％増）であります。この内、流動負債の増減の主なもの

は、１年内返済予定長期借入金が40,134千円の増加、また短期借入金が35,798千円増加する一方、１年内償還予定

社債が30,000千円減少したことによります。固定負債の増減の主なものは、長期借入金が224,533千円増加したこ

とによるものであります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間における純資産の残高は472,757千円（前連結会計年度末比4.8％増）となり21,681千

円増加いたしました。  

 これは四半期純利益として21,681千円を計上したことによるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当年10月14日に第２四半期累計期間の業績予想についての修正を公表しましたが、通期予想については変更いた

しておりません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループの不動産事業の更なる基盤強化を目指し、競売落札を中心と

した不動産事業を営む株式会社コスモライトの発行済株式の全部を取得し子会社化いたしました。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより損益に与える影響はありません。 

（表示方法の変更） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

 前第２四半期連結会計期間において、投資その他の資産に計上し表示しておりました「投資有価証券」は、売却

により金額的重要性がなくなりましたので、当第２四半期連結会計期間では、「その他」に含めております。な

お、当第２四半期連結会計期間の投資その他の資産の「その他」に含まれる「投資有価証券」は186千円でありま

す。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

（５）追加情報 

 当第２四半期連結会計期間に計上した退職給付引当金は、当年８月20日付で子会社とした株式会社コスモライト

にて計上された退職給付引当金であります。  

  

２．その他の情報

１．棚卸資産の評価方法  当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地

棚卸を実施せず、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として、

合理的な方法により算定する方法によっております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法  減価償却費の算出は、年間償却予定額を期間按分する方法によ

っております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 372,705 209,594

受取手形及び売掛金 67,684 82,375

販売用不動産 430,253 244,870

原材料及び貯蔵品 1,801 1,620

短期貸付金 115,688 43,523

その他 145,906 151,923

貸倒引当金 △145 △269

流動資産合計 1,133,894 733,637

固定資産   

有形固定資産 208,186 205,300

無形固定資産   

のれん 225,229 226,498

その他 11,404 20,523

無形固定資産合計 236,634 247,021

投資その他の資産   

その他 28,345 125,730

貸倒引当金 △525 －

投資その他の資産合計 27,820 125,730

固定資産合計 472,641 578,052

資産合計 1,606,535 1,311,690

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 23,303 24,353

短期借入金 356,636 320,837

1年内返済予定の長期借入金 112,046 71,912

未払法人税等 2,116 3,098

賞与引当金 4,278 3,809

その他 71,791 97,180

流動負債合計 570,172 521,190

固定負債   

社債 100,000 100,000

長期借入金 431,021 206,488

退職給付引当金 6,986 －

その他 25,598 32,935

固定負債合計 563,605 339,423

負債合計 1,133,778 860,614

純資産の部   

株主資本   

資本金 436,034 436,034

利益剰余金 36,723 15,041

株主資本合計 472,757 451,075

純資産合計 472,757 451,075

負債純資産合計 1,606,535 1,311,690
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 446,065 926,365

売上原価 272,172 668,183

売上総利益 173,893 258,182

販売費及び一般管理費 155,761 220,705

営業利益 18,132 37,476

営業外収益   

受取利息 44 35

受取配当金 － 16

助成金収入 200 －

消費税差額 － 424

その他 47 736

営業外収益合計 292 1,213

営業外費用   

支払利息 7,154 10,930

社債利息 1,110 2,199

支払手数料 330 －

過年度消費税等 959 －

その他 334 573

営業外費用合計 9,887 13,703

経常利益 8,537 24,986

特別利益   

前期損益修正益 1,678 －

特別利益合計 1,678 －

特別損失   

前期損益修正損 1,831 629

投資有価証券売却損 － 1,000

特別損失合計 1,831 1,629

税金等調整前四半期純利益 8,384 23,357

法人税、住民税及び事業税 914 1,675

法人税等還付税額 △1,076 －

法人税等合計 △162 1,675

少数株主損益調整前四半期純利益 8,546 21,681

少数株主利益 － －

四半期純利益 8,546 21,681
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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